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令和元(2019)年度の業務の実施状況等に係る評価等の概要及びそれに対する考え方 

書面による照会期間：令和２(2020)年６月 23日～７月 20日 

 評価等の概要 評価等に対する考え方など 

１ 令和元年度の

取組について 

 

【運営全般】 

○法人設立初年度にもかかわらず、研修会の開催や４つのＷＧ

の開催など、医療連携推進方針の実現に向けた取組が着実に進

んでおり、日光地域において、継続的かつ安定的な医療提供体

制が早期に確保されることが期待できる。 

【医療提供体制】 

○これからの日光地区の医療の取組としての対応は良いと思

う。慢性の疾病やけがなどに関しては、治癒段階に応じた良い

システムと思う。 

○病期に応じて必要な医療の中で、急性期病床、特に時間との

戦いとされる脳卒中発作については、残念ながら市外の病院へ

転送（ドクターヘリを含む）することが多い。今回参加してい

る医療機関の中で急性期を担える病院があるか？残念ながら

体制の整った病院は見当たらない。大変難しいと思うが、そこ

を担っていただける病院があれば、手を挙げて取り組んで欲し

い。日光ヘルスケアネットの目的が切れ目のない医療を掲げる

以上、急性期の対応なしには如何なものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の中で完結できる医療提供体制が求められていますが、

日光市を含む県西保健医療圏では、高度急性期や急性期につい

て、他の保健医療圏への流出が顕著となっています。 

脳卒中等に係る医療のあり方については、医療機関の連携、

ドクターヘリの運用、交通アクセスなど、さまざまな観点から

検討していく必要があると考えています。 
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○医療機関のトリアージについて、緊急性や専門性の高い疾患

への対応はどうなるのか。 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症対策について】 

○日光市の新型コロナウイルス感染症対策に、日光ヘルスケア

ネットがどのように関わってきたのか、今後を含めて、教えて

欲しい。 

 

 

 

 

【専門職の募集について】 

○専門職の募集をしているが、現状は、どうか？  

 

○専門職の募集に係るＰＲ等については、県としても積極的に

協力して行きたいと考えているので、適宜ご相談頂きたい。 

 

○緊急性や専門性の高い患者については、基本的に、急性期や

救急医療を担う病院において初期対応を行い、その後、適切な

病院に引き継ぐこととなると考えています。 

なお、移転整備を進めている獨協医科大学日光医療センター

においては、新たに総合診療科を設置し、救急患者のトリアー

ジ機能も担うこととしています。 

 

○令和２年２月５日に参加医療機関の医師、看護師、事務部長

等による情報交換会を開催し、感染が疑われる患者への対応等

ついて情報共有しました。 

また、日光市地域外来・検査センターの設置に当たっては、

栃木県県西健康福祉センター及び日光市とともに、参加医療機

関等の関係者に対し、設置の趣旨、運営方法等に係る説明の場

を設けるなどして、令和２年７月 20日の稼働に繋げました。 

 

○ホームページやチラシの配付などにより公募していますが、

これまでのところ応募はありません。引き続き、情報発信に努

めるとともに、看護師、療法士、介護福祉士等の養成校や関係

職能団体への訪問など、より実効ある対策を検討していきま

す。 
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２ 今後の取組に

ついて 

 

【運営全般】 

○本年度の構想実現に向けて、関係者の努力を期待する。 

【医療提供体制】 

○病院から診療所への逆紹介を積極的に行えるようお願いす

る。軽症者などについては、病院の外来業務の軽減になると思

われる。（病院に紹介した患者がクリニックに帰ってこないケ

ースが多々ある。） 

○先進的な医療が受けられる体制が整えられると良い。 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

○現在、新型コロナウイルス感染症のパンデミックが起こって

いる。幸い、日光市では、感染者はいないが、第二波、第三波

に向けて対策を考えなくてはならない。特に、感染者の入院を

含め、医療崩壊の危機も叫ばれている。感染者専用のベッドは

日光市内にもあると聞いているが、日光市民に優先的に使用で

きるものなのか、また、ベッド数は十分なのかなど、検討して

いただきたい。 

 

 

 

 

○参加医療機関の医療職等で組織する入退院調整機能検討Ｗ

Ｇにおいて、引き続き、効率的・効果的な紹介・逆紹介の仕組

みについて検討を進めていきます。 

 

○消化器疾患に係る内視鏡的治療や心疾患に係るカテーテル

治療など、参加医療機関において高度で先進的な医療を提供し

ており、圏域外の医療機関とも連携しながら、質の高い医療を

広く提供していきたいと考えています。 

 

○新型コロナウイルス感染者の入院先医療機関については、患

者の重症度、居住地などを勘案し、県が総合的に調整していま

す。 

なお、参加医療機関においては、新型コロナウイルス感染症

に対応する病床の確保について更なる検討を進めています。 
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○新型コロナウイルス感染症対策については、感染症指定医療

機関だけでなく、地域医療機関の連携・協力が必要不可欠であ

る。日光地域においては、これまでに新型コロナウイルス感染

症患者は発生していないものの、新規感染患者及びクラスター

がいつ発生してもおかしくない状況でもあり、日光ヘルスケア

ネットや地域中核医療機関等を中心として、今後果たすべき役

割について、十分に議論が行われるよう要望する。 

【普及啓発】 

○地域住民の理解が最も重要と思う。 

 

 

【その他】 

○病院間の収入格差も出てくるのではないか。 

○新型コロナウイルス感染症への対応について、適宜、参加法

人間で意見交換や具体的な対策について協議していきます。 

 

 

 

 

 

 

○令和２年２月に開催を予定していた「市民講座」については、

新型コロナウイルス感染症の発生状況に鑑み、中止としました

が、今後も、医療機能の分担や連携の必要性、医薬品の適正使

用等に係る市民への普及啓発に取り組んでいきます。 

 

○効率的で質の高い医療提供体制の構築に当たっては、医療機

関の経営の安定も必要ですが、個々の経営方針等については、

医療を取り巻く環境の変化などを勘案しながら、参加法人にお

いて検討するものです。 

３ その他 ○地域医療連携推進法人等医療機能分化連携促進事業の実施

に当たっては、日光地域において、質の高い医療を効率的に提

供できる体制整備等に向けて、参加医療機関間でしっかりとし

た議論が行われるよう要望する。 

○医療機能の分担・業務の連携に関する計画策定に当たって

は、医療と介護を取り巻く課題等について問題意識を共有しな

がら、今後の医療提供体制のあり方などについて、社員間でし

っかりとした議論を進めていくこととしています。 
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